築山庭造伝（後編）

庭造伝巻之上
庭造伝叙
■御書作庭之記を考るに一家の搆る地面に大小庭の象不置バ具足不成との方也、其趣意三箇有、
一にハ地主鎮座の地、二にハ応心堅固の地、三には孫々長久方位の地、此三儀庭中也と云々、又云具足円満ならざる地永久する事なしと云々、鎮守の地とハ地主の神遊玉ふ清浄の地なけれバ具足に欠、庭相の地取って草木を植、山水等の清らかを飾り不浄を除ときは諸神仏遊び玉ひて跡を垂たまヘバ悪衆雑昧を遁れ自然家門繁昌し、子孫長久す、此地あれば応身堅固に叶ふ事也、自ら是を愛す時は浩然の気を養ひ寿命長久し尤子孫長久する此利に叶ふ也、流水を引又ハ清潔なる井を穿て水湧をもふけ万物を養ふべし、寿命長久子孫永久する事ハ其一身にあらず、万代不易の宝、誠に以て人間の謀の一大事也、是を学書徃昔援琴翁の著す庭造伝有、細密にして世に行ふといへど唯古風の俗説にして多くは符を著して意又解を能せず、故に趣あれと得て造る事あたハず、予此道に心神を砕き産ルを東海の籬が鳥の片辺にして西海の平波に漂ひ北海の荒磯に膝頭を破り、江湖の八景、那智の白瀑及松橋宮の三景より芙蓉の高峯と本邦の深山幽谷ハ凡不至処なく遍歴六十二州を跨り終に此家元の後見をなす、故に今幸に此一本を顕して後世好寄者の翫とせんと号て庭造伝と題し三巻とす、真草行の三体委く其法と術と示して綴畢ぬ、文政十一戊子秋の末に浪花の旅軒にて籬島軒前青柳堂秋里識。
■凡例
一、 余預る所庭造家元ハ徃昔文武の帝に太政大臣良房公建玉ふ処の庭相の法松雪舟斎阿弥に伝ハり、今に正阿弥の家に連綿たり、弥主幼なくして後見に建事拾有余年、然に世に庭造の法乱れたる事を憂ひて法の全と度に随て流行を造る事を示さんためなり、故に全図真行草を顕し合印を以て委敷石の置様、樹の植様、泉水の象、築山平庭山道飛石橋の掛やう前栽の趣向不残示す、流儀諸法といふ、庭造におゐて他になし、家元の一法に限る事此書を見て知り玉ふべし。

一、 古人の好にて造るにも皆法と度とあり、当世の人ハ人の心いみじくして庭造ハ兎角気色の美敷を以てすると云て法を用いる事不当と云、夫法とハ其道を守る時、風流も気色も其中に有て自然に能なす事を得る者也、此書ハ其法を委敷述て其全図を画示す、法能々弁知べきなり。
一、 草木を取扱ふ事ハ又々格別なる事なれど、其荒増しハ奥に述れと委くハ後編に譲りて爰に洩らせる庭造の一義は言繁けれバ図と解と示手を尽し筆を文になして示す。
一、 主人の好に寄りて如何様になる気色にても造る物なれバ是を遷すに写すと不写とあり、足を遷すに其法有、故に写さんと思ふ景色と夫をうつす法と遷せし全図と画て其法委しく図して授く。
一、 法と云、式といって何と云石ハ爰に不置バならぬと堅苦敷覚し人の為に石或は地割の方位心の儘にする事を図を以て別る、必法に縛せらるる人ハ此条よく意得して上達すべし、手水鉢石燈篭垣根の置様等形ち形ちに随ひ委しく教て庭中自由になる事を授く、又古人の作を見て意得する事と其趣向の思付のため諸国の名勝たる庭相輿に数庭をあぐる。
■真の築山をる法

図中石山木皆以て一二三を以て記す事ハ其法を委しく示すの合印なり。
· （一）如此の印有石ハ名を守御石と云て庭中模様する石、諸景の出初る石にして大極とも可謂石なり、一名不動石又滝副石、立石（立石ハ是俗名也）守護石とハ諸景の源にして一庭を能守護故也、不動石とハ能守護して不動ゆへ、滝添ハ滝に添ふの名なり、此処を正面の奥口にして山の配と庭中の地面と能考、石の中にて一石にて四方具足したる石を能不動やうに居?置べし、組方図の如し（二）印の石とニツ組に置べし。

· 拝石（三）印の石を拝石と云、是ハ庭中第一の石也、此石上ハ禁帝下万民に至るまで木朝の神祇八百万紳及諸仏菩薩遥拝するに此石上にて拝する故に拝石と云なり、一体庭ハ拝石の外ハ飾らずとも事済物なり、然し山水の姿を模写して清浄堅固になすのためなり、拝石は図のごとく中島に居て庭中にても別て清浄なる所に居べし、尤草行の庭にハ格別の沙汰も有べき事なれども其の庭ハ先外に略す事有共比等の石ハ法を置ずんバ真の築山と云にあらず。

· 諸造石（四）印の処をいふ山、平地泉水一体をよく請で体をなすゆへに請造石といふなり、又体請石又印ハ（四）なれども三体目の石なり、下に有て一庭の能景を請て其飾りなくしていきほひをもち居の丈夫を考へべし、惣じて石ハ木を植てたすけ合物なれど別て此体ハ格好よく叶ひたる木を植る事見斗ふべし。

· 扣石（五）此印の処を云、滝口又ハ山の姿泉水の気色を化石組にて請じ扣て遣ふ石組なり、後必山を負事、尤全図のごとし、水中に一ツ愛石は水盆石と云、常水に一二寸水上に出、満水してハ隠るとしるべし、岸より此石に飛移りなるやうに置べし。

· 庭洞石（六）印、此石ハ一名（上坐石観音石）是ハ是庭中一山を引〆てしつかりとなるやう置石なり、滝口しかとせざる時は此所にて守護石をつかふ場所なり、能石のふり合所の見斗ひ第一なり（観音石とハ仏名（ぶつみょう）、配当せしに不限（かぎらず）、よく観じ音（おと）づれる心地にしていふなるべし、上坐石）

· 蝸羅石（七）此印の処をいふ地飛石千鳥又ハ雁金形に居共其結びたる処あらさざれ乱れ過る物なり、故に蝸（又本名かたつむり）の如く大きなる石を以て惣飛石の司たる事を成す、是を蝸羅石といふ（今是をがらんせきといふ、古へ相阿弥（そうあみ）といふ人庭を造るとき大伽藍）（だいがらん）の礎（いしずえ）をもって置けり、其趣向（しゅこう）面白し、又名も相似たれバ今是を本名としてからん石といふ也）道の踏分等に置り、又泉水ののぞき石など見はからひて置なり。

· 月陰石（八）此印の処を云、図の如く山の奥又見越して見ゆる様に居べし、陰中の陰なれば月陰石といふなり、見越石ともいふ、岩にて持あつかふべし、物すごき体に遣ふべし。

· 遊禦石（十）此印二ヶ所有、是を上下の遊禦石といふ、図の如くにして中に洞の有やうに遣ふ、是水際気色第一の石なり、惣じて上ハ滝口より此石組の辺りまで肝要、下ハ又橋ばさみより水吐以下此縁を以て水際を応答也、惣じて石数多しといへども皆悉此数条の石を以前栽の骨組とす、余は他をあいしらひ、是を補ふて居ると知るべし、尤此外橋挾、燈篭の火上、手水鉢の水たたき、蹲石、水上石等あれバ是皆夫々に奥に記して授れバ真の山水骨組の具足。
· 正真木　木ノ一　此印有木を云、一庭の真木なり、此木に随て諸木見合て植るなり、故に此木の見斗ひ植木第一なり、依て正真木と云なり、松柏の二木を以て正とす、然し先松を上とす、一庭の草木の司たる木なれバ随分大木をよしとすべし。

· 景養木　木ノ二　中島に有松をいふ、（根元をかこひし小木を助けるの一樹にして外に小細（しさい）なし）此樹ハ一庭の景を養ひ保つ樹なれバ実木の風流枝々の恰好能々吟味して植べし、滝口手水鉢正真木等に能枝振りを見合て植るなり、正真木松ならバ葉物、正真葉物ならバ松を以て養ふなり。

· 寂然樹　木ノ三　此印有処に植る樹をいふ、よくしげりて庭中の余り晃晃せぬやうに見配りて植べし。此樹を植て一庭物しづかなる体に成やうに植るを以て一名寂然園の寂然木といふなり、此樹より段々奥々へ植続く

· 滝囲　木ノ四　此印の処に植る樹を云うなり、図の如くの姿に植ゆべし、ほかに子細なし。

· 夕陽木　木ノ五　此印の処をいふ、樹ハ楓叉梅桜花物か照葉紅葉物を植べし、夕陽たる名を考ふべし、図のごとく一景を離れて独景をなす、依て夕陽と云うなり、故に花物紅葉物の類を以て植る、若叉緑りものなら花物紅葉物を植込て愛ろふべし、一壺の一備たる樹なり。

· 見越松　木ノ六　此印の処なり、是ハ庭場狭間けれバ塀の外などに植てよし、木ハ松に不限、正木植こみに色の綾どりたる樹にてよし、植様外に子細なし。

· 流枝松　木ノ七　叉なげし松ともゑんこう松とも　此印の処松叉いぶき、はい白槇の類なり、随分泉水に覗くやうに植る事、尤図のごとし。

· 此外図に有ごとく石毎に丸物の植込品ゝ是ハ石の組合悪敷も有ハ是を以て養ひ、彼を以て助くる、臨機応変の沙汰に及ぶべし、一体山水を造るに山の姿石の名目、前本庭造伝叉山水伝等にあれど草木の扱やう更に不述、草木を扱ふ事庭造の一二三の伝授なり、能ゝ弁て知事也。

· 壱の山　山ノ一　此印有山ハ正面の大山にして一庭の是壱の山なり、先築山を工むに大小にハ不拘して此山地面相応の事、最初に謀て後渓ゝ奥山」の配り谷川滝口に至るまで工ミ出す故に壱の山と云、此山に体洞石叉守護石等を以て山の体を堅め山道叉ハ亭等置全く深山にハあらず、大山なり、足引てよそほひあるべし。

· 二の山　山ノ二　右の印の有処並び立にあらず、奥山より続き来て壱の山の間より滝を落す故に二の山と云、右何れも名を呼古法あれど事わかれバ六ヶ敷異名を配すあらざれバ一二三を以て相印を示す。

· 三の山　山ノ三　格別穏にして丘とも可謂、山形と可心得、堂山里杯おくハ此山と一の山の間なるべし、夕陽木の茂りを以て補助け山里等の粧を造べし。

山道も此道ハ至てながくなる様に造る事尤全図を見て知べし、流れに川など此山より落合で面白し。

· 四の山は形こまかにして水際道などの工ゝ遠を緬るといふ造方心中にして可造。

· 五の山ハ遠山奥山を云なり、岨なる象にして幽玄の工ミ専第一にて掛造方なり。

■行の山水築山造り様

· 真行草何道にても同じ事なれバ記すに略す、然し庭道にハ石組を略して山の粧ひを能するを行の築山心得とするなり、其心を不分バ此全図の解分別の不与処多かるべし、故に爰に大意を解なり、只やすらかなるを行といふにあらず。

· 山の造かた別と云にあらねど如図柔和にして趣多かるべし、滝口の粧ひも真の造り方嵯峨として臨ミがたき行ハ叉気色不変といへど手に結ぶ楽を粧ひとする、さながら雲上にして而も美敷共いふ気色第一とすべし。

· 守護石（い）の印（ろ）の印を以つてニツ組にして（ろ）印ハ上座石まで兼て置なり、真ハ兼帯する事なし、然し兼帯するといふ共其法有、たとへバ守護石ハニの山に有石なり、組石ハ一の山に有石なり、故に組石を以つて上座石を兼帯す（上座石　体洞石にて　真の築山に壱の山の石組なり）故に二の山に有は二の山の石にて兼るを法といふなり、何ほど都合宣敷とも有所を替て兼帯なし難し、此法をよく心得て造らざれバ太誤る事あるべし。

· 二段石、守護石の如く二段に畳て滝二重になす造方を云ふなり（ろ）（ハ）右印の両石上の守護石と左右と振わけて遣ふべし、（に）の印水盆石を兼て拝石を置、此石ニ段石と釣合よく見合て置べし、滝口に水分石叉滝壷石等遣ふもあれど是ハ大庭ならで余り飾り過る物なれバ見合都合に可随也。

· 遠縮の体（ほ）と印す、真の築山に四の山と有て造り方を示す、水際までの続合を能する処なり、中に行の形格別に遠縮の事なれバ此処ハ念を入て詹能さする作り方と可心得（れ）と云印の処寂然の茂りとて真の図に委し。

· 正心木（た）の印、真の山水に同じ（ろ）の印夕陽木より眺望の植込を兼る故に柳叉桜等の類にて柔和にして陽なる物と可心得、方角に随ふ事ハ奥に委し。

· ニ神石ハ（ち）と印有処なるべし、是此山ハ造方万事に可心得処なり、奥に曠ゝたる気色をとらんと思ハゞ目前に穏なる山を造り如図になして奥を人の心のおもハくを捜り平地叉水面広丘とも姿に随てなすべし。

· 三体石（ぬ）行の山水なれバ山の姿柔和なるに随ひ如図石組見事に造るべし、組方数少なけれバ自然と見ゆる物なれバ真の姿と違ひ石の置様低置なり。

· 守護石（た）の印、真の山水に変る事なし、ただ真をとめたる物ハ堅くなる物なり。

· 橋挟（へ）此印両方両向ひに遣ふを真の扱ひと云、行ハ一方づつ両むかひに右と左とに遣ひ分て置なり、格好に随てよし。

· 月陰石（ち）の印の処なり、谷合にて分て此石低く置なり、叉山のかげにても少し見ゆるこそ奥ゆかしけれとなり、叉沢様の処などなれバ道の傍か叉岩はしなど掛る処にて此石を兼帯する事当時のはたらき也。

· 裏囲ひ（を）の処なり、是ハ小庭にハ其心心得を以つて造り大庭にハ裏へ到りて格別粧ひの替りたる気色あれば叉ゝ作者の一興此所に有、先趣ハ寂気色ハ目の不到ものなれバ奇麗を以て囲ふてよし、其所に随つて工ミ造り、人目に見事に見せ悠然の粧ひ肝要なり。

· 手水鉢の請（わ）此印の処、手水鉢の置様ハ奥に委しく記す、此処は只目前にて諸景の請に用ゆる居方なり、是ハこれ寂然の森を景色にて造りたれバ此居かたにて飾り賑ハしく中へ出して諸景の愛す形を能見はからひ考ふべし。

· 杭の打様の事（つ）の印の処、惣じて杭ハ土留の用をなすと云て庭前の事なれば気色なくてハならず、其気色といふハ用を斗ひなす時ハ気しき薄し、故に此印にてハ石をも兼て八重に打、叉長短もあり、叉奇麗に長短のなきも有所の景に準じ格好の宣敷見斗ひ第一なり。

· 泳魚石（ら）印の処なり、覗石を兼て置なり、叉（を）印の雪見燈篭の処等其法有と云ど先図に有を見て知るべし、多くハ悠ゝとして雲上なる姿に可造花美にして見事なる造方ハ始め宜くして見飽もの成るべし。

■草の築山造り方の事

· 真草行の事、上に云如く万端同じ心得の事に心得バ略て不記、草行造方此全図ハ一の山にて事足れるなり、（壱）の印守護石（ニ）ハまた二段にして扣とも請とも兼帯せし造方なり、一体の姿只柔和に造と知べし。

· 寂然の森ハ籬を以て兼、蔭に愛石（三）の印の組方を以て草の段とす、草花秋草等を植、蔭中あざやかなるやうにすべし、つわ葉らんを植るハ定式とす、籬の蔭ハ南天叉梅もどき等植ると知べし。

· 拝石（四）の印有石なり、遊魚石、覗石、請石等を兼て流れの際に居る也、芝草苔の中に有様に居べし、能吟味して置事上に委けれど草行ハ叉ゝ格別兼帯する故に能事のかなひたる様に心掛居べき事なり。

· 夕陽木の処（五）の印、山の足根にして平地ハ吹上の砂地なり、路地の見切を兼て置、叉砂地の磯馴の粧ひを考ふべし、吹上の砂の中に一組二組置ておもとハ小五月等愛しらひてよし、然し過たるハ宜しからず、足らざるハ気色によりてよし。

· 月陰石（六）の印の処を云ふ、火ともし石を兼て置なり、裏囲の心得までも此石の飾り飛石の伝ひにて心得置べきなり、必裏の見苦敷ハ素人の作る処なり、掃除の行届くやう工夫専一に造り得べし。

· 上座石の印、愛石の石を以て上座石に見ゆる略の上達とする所なり、名有ても用をなさぬハ作者愚なるなり、山石叉樹木等に到るまで名と用と呼ずして分るやうに造ると知るべし。

· 惣じて水なき庭に滝口容体を造る、水なくとも見へずんば作にあらず、梅を画くに花なくとも梅の古木と見ゆるやうなを上とす、滝口も水なくとも滝口真草行ともすごくして実に滝の凄ゝと瀑ひく如くに見へざらんハ滝をつくるに有ず、心得を能して造るべし、庭中第一の細工場なり。

　■平庭の心得

· 平庭といへど粧ひハ山水にして変る事なし、然し先築山ハ深山幽谷を重に写し、平庭ハ海岸島嶼を重にとる故に同じ山水といへど其差別有べし、強に限るにあらず、築山に成合天の橋立の景を遷し、平庭に石山の景を造る事も好に寄りて不造と云事なし、然し幽玄にして趣穏なる造り方に心得造らねバ平庭の粧ひにならず、深山幽谷ハ峨ゝ厳ゝとして玲瓏たり、海岸島嶼ハ悠ゝとして渺満たり、築山と平庭と造り得る心得なり。

· 爰に顕す一図は真の平庭にして法式の造り方と云なり、是具足を意得して以つて行草及諸景を遷し平庭を可造なり、此図ハ御所院の庭、寺院方の方丈の庭等の図なり、合印を以て石の遣ひ様を示す。

· 守護石（壱）此印の所なり、五ツ組真の組方にして滝口の一座を造り石の組やう図を見て可知、一庭の是を首頭として是より段ゝ趣向をながす故に庭中の思ハくを地とりに割付、先一坐如図造る事肝要なり、諸景遷すというへども一庭の具足替る事なし、依て此真の平庭の意味を能弁へ能造る時ハ万庭に通ずべし。

· 居愛石（ニ）此印の処をいふ、築山にて一の山と云処なり、扣の石の居る叉体洞石ハ別に一座を構、此間を愛らふ、（ニの内）と云印（ニのこと）に一段上て平地あり、是平庭の粧ひにて是を吹上叉蕩漾壇と云、此理を見斗ひて上坐石置べし、此図ハ守護石と蕩漾壇と愛らひて上座石を置て（ニ）此印あり、一名座善石叉（今座禅石に作）ハるに善平なるより名となりし座善石也、、叉燈篭の植木石組（〇の二）と有ハ庭中の軸の如く居愛石の軸なり、尤燈篭立様ハ奥に委しく述る故に爰に略す、先如此の処燈篭の置場也。

· 中島石（三）此印有処を云、主人嶋とも云（主人島客人島今世に誤りて主人じまといふ、上主人島なり、島上下有て二島有ときの名なり、是ハ主是ハ客と対し有ゆへにいふなるべしなんぞ上下に限らざるなり）守護石一の島を離れ有て請、築山にて中島なるべし、平庭にてハ離れ島なるゆへ排石ハ叉別に子細有故に離して置なり。

· 諸造体（四）此印在処を云なり、庭中の諸景能請得て補助くる処なるゆへ諸造体と云、諸景を補助くる意を以て方角に障りなけれバ井を穿て水をとりて草木の養とすべし、是万物を育するを万足たる具足形といふなり。

· 月陰石（五）此印有奥庭の方にして遠島の続雙たる象幽玄にして而も雲上なる姿に造るべし、近くとも遠く見ゆるハ造り様による也、近き処を遥遠き姿に見ゆるハ作の上と云なり、築山にて幽谷に見ゆる見こし岩とこゝろ得てよし。

· 踏分石（六）此印の処なり、此図にてハ踏段より三番石なり、真の平庭にハ飛石不置也、故に三番石踏留とす、何れへも従是分る故踏分石なり、築山の庭にて云結目の蝸羅石といふ結留なれバ八方眼合石なり、故に石も叉処を能考へて置べし。

· 短冊石（七）外に子細なし、此図ハ手水鉢の水上石へ行道の伝ひ石に遣し図なり、然短冊石の置所二ヶ所も置ときハ下にも可置と也、壱ヶ所持扱ときハ図の如く成るべし。

· 井戸囲（八）井戸かこひ築山平庭共子子細なけれど井戸下に有時ハ図の通りの勝手にすべし、若上の方か叉真正面に有時ハ脇の方より汲勝手と心得て造るべきなり。

· 裏囲（九）の印なり、築山にていふ三の山なり、然し同心にて造方築山と平庭太替るなり、築山ハ里近き粧ひ平庭ハ遠景にして立石の有る一構の景色たる大島の沖遥か遠きに島ゝ続きて洲崎など見越たる気色を造るなり、惣て平庭ハ汀の気色を大事とする造り方なれバ遠き景は別して造り方大切なり。

委しく述る故に爰に略す、先如此の処燈篭の置場也。
· 中島石（三）此印有処を云、主人嶋とも云（主人島客人島今世上に誤りて下を主人じまといふ、上主人じまなり、島上下有て二島有ときの名なり、是ハ主是は客と対し有ゆへにいふなるべしなんぞ上下に限らざるなり）守護石一の島を離れ有て請、築山にて中島なるべし、平庭にてハ離れ島なるゆへ拝石ハ又別に子細有故に離して置なり。

· 請造体（四）此印在処を云なり、庭中の諸景能請得て補助くる処なるゆへ請造体と云、諸景を補助くる意を以て方角に障りなけれバ井を穿て水をとりて草木の養とすべし、是万物を育するを万足たる具足形といふなり。

· 月陰石（五）此印有奥庭の方にして遠島の続雙たる象幽玄にして而も雲上なる姿に造るべし、近くとも遠く見ゆるハ造り様による也、近き処を遙遠き姿に見するハ作の上と云なり、築山にて幽谷に見ゆる見こし岩とこころ得てよし。
· 踏分石（六）此印の処なり、此図にてハ踏段より三番石なり、真の平庭にハ飛石不置也、故に三番石踏留とす、何れへも従是分る故踏分石なり、築山のにて云結目の蝸羅石といふ結留なれバ八方白眼合石なり、故に石も又処を能考へて置べし。
· 短冊石（七）外に子細なし、此図ハ手水鉢の水上石へ行道の伝び石に遣し図なり然短冊石の置所二ヶ所も置ときハ下にも可置と也、壱ケ所持扱ときハ図の如く成べし。
· 井戸囲（八）井戸かこひ築山平庭共子細なけれど井戸下に有時ハ図の通りの勝手にすべし、若上の方か又真正面に有時ハ脇の方より汲勝手と心得て造るべきなり。

· 裏囲（九）の印なり、築山にていふ三の山なり、然し同心にて造方築山と平庭太替るなり、築山ハ里近き粧ひ平庭ハ遠景にして立石の有る一構の景色たる大島の沖遙遠きに島〓続きて洲崎など見越たる気色を造るなり、惣て平庭ハ汀の気色を大事とする造り方なれバ遠き景は別して造り方大切なり。
· 二神石（十）右の印の処なり、築山にも此事述る、増て平庭にてハ幽にして対用に一庭の気色を請、諸景の補となるなり。

· 寂然体（十一）此印の有処なり、ただ愛らいの石にして此処に不限処〓に随ひ是を以て補ひ置、然し余り数〓あれバ見苦敷物なり、見斗ひ第一なり、臨気応変となり。
· 拝石、是ハ（大極）と有処の石なり、築山泉水あれバ中島又山の内にて常に不浄の不到所を以て置共平庭ハ其不至所なけれバ能々考て置事也、是又平砂を以海面とも泉水とも見する様なれ、此一石を以て一庭の瞳となる石なり、故に大極と印、能々考て可置、先其居様ハ最初爰とおもふ処に置て得と考弁し庭中の景気造るに随て勝好に随ひ諸景納りたる所にてしっかりと居ると心得べし。
■行の平庭造る心得の事
· 守護石（い）此印の処、此備へ真草行共に同じ姿の様に造る、然し真は遠嶼又幽に観.ずる滝口様の気色を専らとす、行ハ是譬て云バ守護石の備ハ則森々たる一構の備とも可謂の造力にして物知らかに位高き造り方を心得べし、全図ハ三ツ組の定石にて上座石を兼、後ハ葱々たる守護木ハ（に）印の樹、庭中を潤ハす、森の裡にハ苔むしたる五重の燗燈霏〓たる暗夜に是に灯の映影ときハ諸虫自ら秋夕を告んと已に臨んで思ハる〓気色造り得るを行の思惑とする也。
· 居愛石（ろ）茂りの根を愛らい（と）蕩漾壇を兼守誕石を能請得て取扱処なり、其粧ひハ、さながら茫として艶々とし、一樹の身木を以庭中太く猛敷見ゆる様造る行の居愛の法と可心得、故に此処ハ必柊精の百度などを以て愛らふ、又守誕木に.百度物遣しときハ枝茂物にて、愛等と可心得、石ハ随分形ち悪敷バ植込にて根を隠し随分大きなる石を用べし。
· 月陰石（は）の印、奥口を愛らふ心ハ桐戸口植こみ沢山に森々として凄涼として蒼茫たる気色を造と知べし、陰々として臨むに自下駄足に懸り不思も到爰といふ奥床しきを能とす。
· 井戸囲（ち）是ハ苔清水の遷と云姿なり、苔ハ言葉なり、只清水の粧を造る事なり、笠松いぶきまたハ皐槻等にて気色を造る、真の中庭にハ遷す事なかれ、水捨場流れの形にする清水に寄てなり。
· 二神石（を）是ハ定式の如くにして井戸囲を扣請て居たる全図なり、場の広狭間に随て臨気応変の沙汰なるべし、然し此二神石ハ一庭の下座の惣扣なれバ真草行共に不置バ下枯となる也。
· 寂然体（り）印の処、石ハ小さく茂りの粧ひに随ふと云ど全道の道たる物は幽かながらにも具足せずんバ形成難し、試問何期落揚庭といふ心持、此処の気色ならん、茂りて広〓と見する如し。
· 短冊石（る）此印の処なり、此図全く定式の居方なり、飛石伽覧石（め）物々悉行の造り方なれハ是ハ九字の組方にして十字の置様になし短冊石ハ打違ひやうに至迄略を不用の全図也。
○拝石（へ）守護石の組中の石にして上の平なる石の大石を以拝石とす、随分低く居べし、一庭の瞳たる石なれバ共心得ハ上に委けれバ建に略す、惣て行に庭の形なりとも山を造るとハ又心得の違ふ事真の平庭の義に委し。

■草形の平庭造り様の事
· 草の造り万一体和らかにして素人の解造し難き者なり、造り方に不限万事真草行に真にも及、草にも真草行の有物にて爰に図する所ハ草の真形の形ちなり、故に印を以て委しく示す事皆草の真形なり形は、真の姿にして造ハ略する故に草の真と云、姿を一庭前備中分を以て一庭を造りなすハ草の行形と云、或ハ又山の裾島の汀抔云景少し斗りを取備の未成を以て造も有、是ハ則草の草形と云なり、何程草の草行に造るとも守護の石（いし）樹（き）此両の物と請造拝石二神石ハなくてならぬ物なり、然し飛石又樹一本二本にして燈篭、手水鉢にて庭とする有、其略し様ハ又々奥に委し、此真草行能々心得る時ハ自然に如何なる庭も造らるる者也。

　るべし、「奥山道」とも有、両様共に同じ心得なり。（千の利休の詠歌と云。）

· 躪揚踏段石（壱）此印の石なり、高き敷居に並び敷居より凡六寸低きとしるべし、然し敷居高き時其心持に随ふ、壁の間を離す事四寸位、此間に草履又雨天にハ路地下駄を壁に為持る故その心得有べし、石の象ハ上の平にして如此を善とするなり、庭中二番の石なり、躪口直中に居て向の真直を善とすと可心得一石也。
· 刀懸石（五）の印、二段石にて全図の如く所に向ハせて居置也、場所間遠き時ハ飛石千鳥か斜に居てよし、左りに別れ行ときハ刀懸石ふり帰に居ると心得べし。
· 蹲踞手水針（二）の印、茶庭第一の細工処にして肝要の所なり、道具ハ湯桶石、手燭石、前石と三ツなり、蹲踞手水鉢に向ひて右を湯桶石と云、左りを手燭石と云、夫に向ハんとする石を前石と云也、先茶の会中立の時此石の上に右の二品を上る故なり、手燭石ハ低く湯桶石ハ少し高く置なり、前石ハ其内にて低くすべし、前石伝石より心持高き物なるべし、手水鉢の後一しげりを囲ひて燈篭を立る鉢前呉丸積杭囲ひしつくい主人の好に可随もの也、略式の庭にても蹲踞の道具ハ先かくの如し、吸込或ハ鉢前の大小能見斗大切なり。
· 伝ひ石ハ惣じて恰好六ケ敷者なれど茶庭ハ格別大事なり、先前石を拝石の心にして蹲踞を守礎石の心持にて造るべし、（六）の印の処掃除口といふ、又（七）の印桐戸口と云なり、桐戸口迄の間が則茶庭の粧ふところなれバ只伝石のみ粧ひにして井戸手水鉢をもって気色を取なり、故に垣根また軒下塵穴に到るまで見斗ひ大切なり、敷苔布落葉為粧といふ心茶庭の気色なれバ是を造りて奥山里の道のさぴしきといふ和歌に随ふなり、是此粧ひも山水と云事人多く心得ず故に山水と云所奥に挙て示すなり。
· 待合砂雪隠等ハ定式なりとも前後左右向の向様其場所に応じ随と知べし、刀掛桐戸口掃除口是又右同断、其場所に随ひ好に任して夫々に工ミ造るを庭造りと云、待合雪隠に不限て建物は皆主人の好ミなり、夫に相応するを造り方と云ど又主人の好にて植物松柏に不限色々好嫌ひ多し、庭も主人の物なれバ好の所を以て夫々工夫を順すを造る方とすべし、故に主人の心を種として色〓の事とハ成ことなり、千変万化森羅万象皆庭の粧ひにならざるなし、必此こころ忘る事なかれ。
· 次に顕す茶の間の庭ハ極寂にして而已真の造り方なし、植込苔さび飛石より蹲踞の様子第一にして能見斗ひ能造り得るも掃除の難致ハ諸庭共に嫌ふ、まして茶庭ハ格別掃除の第一なる物なれバ心掛べし、大事なり、茶庭第一の景と云ハ先蹲手水鉢の置様なり、色々有て手水鉢の形も色品多し、奥に委しく絵図して有バ能是を見て知り玉ふべし。
■玉川庭の事
· 唐の庭記を考るに玉川庭ハ唐の代に陸羽と云人茶を飲する事を始む、又廬舎と云人是を肌ぶ事を翫ぶ事を始め其式を立て通仙式てふ有、是を玉川の辺りにて朋友と共に此式を楽しむ、客一人一品の茶を携来て又其風流をます、故に此式を改て玉川氏といふとなん、是よりして庭中に流水を垣入、粧をなし、二石を主として造を煎茶家となして玉川庭と云よし、寮草段の、庭の記に見えたり、（二石とは全図の通り神潜石（しんせんせき）、霊報石（りょうほうせき）の二組なり）故に今本邦にて此余風に随て玉川庭と云て相州鎌倉にあり、四奏庵夜話に此図あり、依て爰に略す、又樋仙玉川式の義ハ通仙茶具にゆづりてただ是ハ庭相の君なれバ庭説ばかりを載。
庭造伝巻之上　終
